
感染症情報 ９月１５日～２１日

②ＲＳウイルス感染症

④溶連菌感染症

３５６例（堺市 

１７５例（堺市 ２２例）
７９例（堺市 １例）

報告数の順位。前週比１６．５％減の１，６０７件。感染性胃腸炎
は府下で前週６５５例→今回５５７例、堺市で前週３０例→今回３９
例。ＲＳウイルス感染症が府下で３７４例→３５６例、堺市で３５例→
２６例。伝染性紅斑が府下で３１３例→１９９例、堺市で２７例→１４
例。溶連菌感染症が府下で２２０例→１７５例、堺市で１９例→２２例。
咽頭結膜熱が府下で１００例→７９例、堺市で７例→１例。
インフルエンザは府下で前週２２６例→今回３０６例。堺市で前週
１５例→今回２１例。定点当たり１．０５と０．８４。大阪府は流行期入
りとされた。全数把握疾患の百日咳は大阪府で３３例→２８例、堺
市は前週・今回とも０例。府内の累積報告数は２，８３４例となった。

２６例）
③伝染性紅斑 １９９例（堺市 １４例）

３９例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

府下小児科１８５医療機関（堺市１７）から

①感染性胃腸炎 ５５７例（堺市

３０６例（堺市インフルエンザ ２１例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

１，４１０例（堺市新型コロナウイルス感染症 １１４例）

 新型コロナウイルスの定点報告は、府下で１，９６１例→１，４１０
例（２８％減）、定点当たり６．７４→４．８５。堺市で２５４例→１１４例
（５５％減）、定点当たり１０．１６→４．５６であった。

大阪府定点 ４．８５ 堺市定点 ４．５６

麻疹や風疹の報告はなかった。

⑤咽頭結膜熱

府下２９１医療機関（堺市２５）から

１０，１５３例（堺市急性呼吸器（ARI）感染症 ９１０例）
大阪府定点 ３４．８９ 堺市定点 ３６．４０

 急性呼吸器感染症は大阪府で前回より１１，７３８例→１０，１５３
例（１４％減）、定点当たり４０．３４→３４．８９、堺市で１，１０４例→
９１０例（１８％減）、定点当たり４４．１６→３６．４０であった。
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